
道路の幅員（図－１）
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中心線によって測る 境界線とみなす線から中心線によって測る
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転回広場の間隔（図－４） ［単位：メートル］
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転回広場の間隔（図－５） ［単位：メートル］
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既存道路 既存道路に新設不可能の場合

既存道路に新設可能の場合
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転回広場の規模及び形状（図－６） ［単位：メートル］
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昭和45年建設省告示第1837号 転回広場基準（図－７） ［単位：メートル］
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袋路状道路の特例（図－８）
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6.0メートル未満の場合は35.0メートル 4.0 4.0

以内毎に転回広場を設けていること。

4.0



内角が６０度以下の場合のすみ切り（図－９）
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